
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３５４１０

若手研究(B)

2016～2013

知能に応じた自己複雑性介入プログラムの効果の検討

The development an intelligent-based intervention program for self-complexity to
 decrease depression

７０６３６０９２研究者番号：

川人　潤子（Kawahito, Junko）

比治山大学・健康栄養学部・准教授

研究期間：

２５７８０４３６

平成 年 月 日現在２９   ６ ２１

円     3,100,000

研究成果の概要（和文）：本研究は，抑うつに関連する自己複雑性と知能の関連を明らかにし，個人の知能特性
に応じた抑うつを改善するためのプログラムの開発および効果の検証を目的とした。大学生を対象とした研究の
結果，知能のうち作動記憶ならびに肯定的自己複雑性への働きかけが抑うつ低減に影響する可能性が示唆され
た。さらに，うつ病患者を対象とした研究においては，知能のうち作動記憶や処理速度，さらに否定的自己複雑
性への働きかけがうつ病の再発予防において重要である可能性が示唆された。これらのことから，抑うつ予防と
再発予防において，知能のうち作動記憶や処理速度に応じた心理療法や心理教育が重要であると考えられた。

研究成果の概要（英文）：This study investigated the association between self-complexity and  
intelligence, and developed an intelligent-based program for self-complexity to improve the 
management of depression. Results revealed that working memory and positive self-complexity might 
improve depressive symptoms among university students. The research for depressed patients showed 
that working memory, processing speed and negative self-complexity would be the key of relapse 
prevention of major depression.
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１．研究開始当初の背景 
 Linville（1985）は、抑うつに関連する認知
的変数として、自己複雑性（self-complexity）
を提唱した。自己複雑性は、自己知識に関す
る構造で、自己側面（役割、人間関係、活動
等）の数が多く、またそれらの自己側面がよ
り分化している場合に自己複雑性が高くな
る。認識している自己側面の数が多く、分化
していれば、否定的出来事から生じる抑うつ
が自己側面全体に及ばないと考えられる。 
これまでに、Hershberger（1990）を元に川

人他（2010）が開発した大学生を対象とした
自己複雑性に関する抑うつ低減プログラム
では、肯定的な自己複雑性が高まると、プロ
グラム終了 2 週間後のうつ感情が低減するこ
とを明らかにした。そして、効果検討等の改
良を加えた肯定的自己複雑性を高めるプロ
グラムを再開発の上、大学生を対象に無作為
比較試験による効果の検討を行った。この結
果、肯定的自己複雑性が高まると、プログラ
ム終了 3 か月後の満足感が向上し、6 か月後
の抑うつが低減することが確認された。 
さらに、川人（2012）は、うつ病患者を対

象に肯定的自己複雑性を高めるプログラム
を実施した結果、肯定的自己複雑性が向上す
ることで、抑うつが低減する者もいれば、肯
定的自己複雑性の変化が乏しく、抑うつが低
下もしくは変化を示さない者も存在した。 
 これらの研究を行った結果、まず、大学生
対象の介入研究では、（1）肯定的自己複雑性
がプログラム直後に高まったが、6 か月間そ
の効果が維持されなかったこと、また、（2）
抑うつや満足感の変化は、介入直後に認めら
れず、遅延効果のみであった点が問題点とし
て考えられた。他方、うつ病患者を対象とし
た介入研究からは、対象者のプログラムの理
解の程度によって、肯定的自己複雑性による
抑うつ軽減効果が異なる可能性が考えられ
た。つまり、自己複雑性の操作による抑うつ
軽減プログラムの効果を検討する際には、認
知機能などの個人特性に配慮する必要があ
る。 
これまで、自己複雑性と知能の関連につい

て、処理速度や作動記憶に優れた者は、自己
複雑性が高いこと、自己側面の知覚統合が低
い者は、自己複雑性が高くなるほどに、心身
に悪影響をもたらすこと、一方、自己複雑性
と言語性知能とは関連がないことが示され
ている。これらの知見から、対象者の知的機
能の特徴が自己複雑性の操作による抑うつ
改善プログラムの効果に影響する可能性が
考えられた。 
 
２．研究の目的 
 そこで、本研究では、自己複雑性と知能の
関連を明らかにし、個人の知能特性に応じた
抑うつを改善するプログラムを開発するこ
とを目的とした。 
 
３．研究の方法 

（1）研究 1  
大学生 40 名ならびに心療内科に通院して

おり、症状の安定したうつ病患者 21 名を対
象として質問紙調査および知能検査を実施
した。そして、知能、自己複雑性および抑う
つとの関連を検討した。 
 
（2）研究 2  
知能に応じた自己複雑性に関する抑うつ

低減プログラムを開発し、大学生 16 名を対
象に実施し、自己複雑性の操作が抑うつにど
のような影響を及ぼすかを検討した。 
 
（3）研究 3 
症状の安定したうつ病患者 9 名を対象とし

て、知能に応じた自己複雑性に関する抑うつ
低減プログラムを開発・実施し、その効果を
検討した。 
 
４．研究成果 
（1）研究 1 
 質問紙調査ならびに知能検査の結果をも
とに、共分散構造分析を行った。すると、大
学生のデータにおいては、知能のうち作動記
憶から肯定的自己複雑性への正の関連が認
められた。さらに、作動記憶から抑うつへは
負の関連が認められた。また、否定的自己複
雑性から抑うつへ正の関連が認められた。 
 一方、うつ病患者を対象とした共分散構造
分析の結果では、知能のうち作動記憶から否
定的自己複雑性への正の関連が認められ、処
理速度から否定的自己複雑性への負の関連
が認められた。また、否定的自己複雑性から
抑うつへの正の関連が認められた。肯定的自
己複雑性からは、抑うつへの負の関連が認め
られた（図 1）。 
 
 
 
 
 
 

 
**p<.01, *p<.05  

図 1 うつ病患者の共分散構造分析の結果 

 
（2）研究 2 
 研究 1 の結果より、知能検査の群指数の「作
動記憶」が 90 未満の者には、自己側面の否
定的側面を統合・整理するプログラムを実施
した（以下、介入群①とする）。また、群指
数の「作動記憶」が 90 以上の者には、自己
複雑性を高めるプログラムを実施した（以下、
介入群②とする）。さらに、研究終了後にプ
ログラムを受ける者のうち、「作動記憶」が
90 未満の者を統制群①、「作動記憶」が 90 以
上の者を統制群②に割り付けた。 
 その結果、自己複雑性に関する数値につい
ては、介入群①では介入 2 週間後に肯定的自
己複雑性が増加したものの、その後なだらか



に自己複雑性に関する数値が低下した。一方、
介入群②では、介入直後に肯定的自己複雑性
が増加し、否定的自己複雑性が低下した。抑
うつ得点に関しては、介入群②はなだらかに
減少した。介入群①は、介入直前の抑うつ得
点が他の群よりも高かったものの、介入から
2 週間後にかけて大きく抑うつ得点が減少し、
その後維持された。統制群②は、3 か月後に
は抑うつ得点が増加しており、統制群①は介
入直前のレベルに介入 3 か月後に戻った（図
2）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2 大学生を対象の抑うつ得点の変化 

 
（3）研究 3 
 研究 1 の結果より、知能検査の群指数の「処
理速度」が 90 未満の者には、自己側面の否
定的側面を統合・整理するプログラムを実施
した（以下、介入群①とする）。また、群指
数の「処理速度」が 90 以上の者には、自己
複雑性を高めるプログラムを実施した（以下、
介入群②とする）。その結果、介入群①では、
特に肯定的自己複雑性がなだらかに増加し、
否定的自己複雑性の増減が認められた。一方、
介入群②では、肯定的自己複雑性が介入直後
に増加し、介入 1 か月後まで維持された。ま
た、両群ともに抑うつ得点に有意差が認めら
れ、介入により低下した（図 3）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 3 うつ病患者を対象とした抑うつ得点の変化 

 
以上のように、本研究では、大学生ならび

にうつ病患者の知能に応じた抑うつ低減プ
ログラムを開発ならびにその効果を検証し
た。その結果、大学生とうつ病患者では、自
己認知を介した知能と抑うつの関連に相違
が認められた。すなわち、うつ病の予防には、
作動記憶ならびに肯定的自己複雑性への働
きかけが重要と考えられる。一方、症状の安
定したうつ病患者を対象とした研究におい
ては、否定的自己複雑性を介して、処理速度

が抑うつに負の関連を示し、作動記憶が抑う
つに正の関連を示した。そのため、うつ病の
再発予防においては、処理速度、作動記憶な
らびに否定的自己複雑性への働きかけが重
要となるであろう。 
本研究から、知能のうち、特に作動記憶な

らびに処理速度は、自己認知を介して、抑う
つと関連することが示唆された。 
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